
センサーネットワークによる減災情報提供事業 

行政機関 
（消防防災課） 

塩尻情報プラザ 

塩尻市特定小電力ネットワーク 
市内500ヶ所以上基地局設置済み 

携帯端末な
どから統一さ
れたID認証
により、いつ
でもどこでも
安全に情報

を閲覧 

塩尻市光ファイバーネットワーク 

プライベートクラウドシステム（新規） 

鳥獣害センサー
（新規） 

市内循環バス位置
センサー（新規） 

土石流センサー
（新規） 

土石流災害危険箇所
に土石流センサーを
配置し、既存アドホッ
クネットワークでクラ
ウドサーバーに送信 
 

市内河川に水位セン
サーを配置し、既存アド
ホックネットワークでクラ
ウドサーバーに送信 

共通認証システム（新規） 

インターネット 
携帯電話ネットワーク 

塩尻市ビックデータ連携システム（新規） 

水位センサー（新規） 

市内循環バスにGPS
位置センサーを配置
し、既存アドホックネッ
トワークでクラウド
サーバーに送信 
 

鳥獣害出没箇所に鳥
獣害センサーを配置
し、既存アドホックネッ
トワークでクラウド
サーバーに送信 
 

市内WiFiフリースポット 
ネットワーク（新規） 

見守りセンサー 

子供や高齢者が携帯
している見守りセン
サーの位置情報を既
存アドホックネット
ワークでクラウドサー
バーに送信し、避難
者情報として活用 
 

全庁型GISシステム 
被災者支援システム 
緊急情報システム 

不審者情報や
緊急情報を
メールで携帯
端末で受信後、
いつでもどこで
も安全に情報

を閲覧 

市内エリアワンセグ 
ネットワーク（新規） 

緊急時には避難情
報や不審者情報を
エリアワンセグによ
り緊急情報として
配信。また、平常
時は、生活情報や
観光情報を配信 

市役所 

提案者 日本ソフトウェアエンジニアリング（株）、信州大学、塩尻市 

実施場所 長野県塩尻市 

事業概要 塩尻市が持つ既存の光ネットワークやアドホック無線ネットワーク、各システムと連携し、新規に構築する各種センサーから収集した
土石流情報、水位情報、鳥獣害情報、市内循環バス情報、見守り情報（既存）を、新規に構築するプライベートクラウド環境に蓄積し、
新規に構築する市内エリアワンセグネットワークとWiFiフリースポットから、住民にいつでもどこでも共通ID認証システムを利用し、
土石流・水位の変化などの情報を事前に提供することで、減災を図る。緊急時には既存のGIS地図情報等と連携をしたうえで、判り易
い情報の伝達を行う。また、平時には生活情報や観光情報を提供し、緊急時にも使い慣れた機器の扱いが出来るよう配慮したシステム
を構築する。 
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中継機（新規）８台 
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